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要旨
伊勢湾最湾奥に位置する名古屋港ガーデンふ頭にて，1992年から2024年に渡りクラゲ類の出現状況

を調査した．その結果，刺胞動物門のクラゲとしてヒドロ虫綱7種及び鉢虫綱2種，有櫛動物門のクラ
ゲとして有触手綱2種及び無触手綱2種の合計13種が採集された．採集種数は2～3月にピークを迎え，
4～6月に減少に転じ，7～8月には出現せず，10月から再び増加した．夏季（7～8月）にクラゲが採集
できなかった原因として，著しい高水温により生息可能な種が存在しなかった可能性，もしくは河川水
の流入による海表面の低塩分化，季節水温躍層の形成，植物プランクトンの増殖に起因する表層海水の
濁りによりクラゲを採集出来なかった可能性が考えられた．

  A survey on the occurrence of jellyfish was conducted from 1992 to 2024 at the Port of Nagoya Garden Pier, 

located at the far end of Ise Bay in Japan. A total of 13 species of jellyfish was found, including nine species of 

Cnidarian jellyfish （seven species of Hydrozoa and two species of Scyphozoa） and four species of Ctenophora 

jellyfish （two species of Tentaculata and two species of Nuda）. The number of species collected in this study was 

the highest between February and May, then decreased until June. No jellyfish were collected between July and 

August, however, the number of collected species increased again between October and January. No collection of 

species in summer （between July and August） could be attributed either to the extreme high water temperature at 

the survey area where no jellyfish species could inhabit, or to technical difficulties in collecting jellyfish due to the 

low salinity of the surface water by the inflow of river water, formation of seasonal thermocline, or turbidity of the 

surface water caused by the phytoplankton bloom.
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序文
名古屋港ガーデンふ頭（以降ガーデンふ頭）は伊勢湾
最奥部の名古屋港内においても最も奥部に位置し（図
1），埋立地のため水辺は全て人工的な護岸となってい
る．名古屋港はラムサール条約に登録されている藤前干
潟を有するが，名古屋港及びその周辺の水域に生息する
生物の報告として，藤前干潟における軟体動物（川瀬，
2007；川瀬ほか，2009；中村，2015）の他，港内の外来
生物（Scholz et al.，2003；木村・堀井，2004；木村ほか，
2005；伊勢田ほか，2007；川瀬ほか，2022），名古屋港
へ流入する河川河口域の魚類（荒尾ほか，2007；岡村ほ
か，2012），港内及び流入河川域におけるスナメリの目
撃や死亡漂着（齋藤ほか，2014；曽根・野呂，2021，加
古ほか，2024；神田ほか，2024），ガーデンふ頭に生息
する付着生物（西川・日野，1988），十脚目甲殻類（中嶋・
春日井，2022），軟体動物（中嶋ほか，2023），魚類（春
日井・中嶋，2024），環境影響評価内の生物調査報告（名
古屋港管理組合，2018）と幅広い生物分類群で存在する．
しかしながら，名古屋港におけるクラゲ類の出現状況に
ついては，港内3カ所の火力発電所前面海域におけるミ
ズクラゲの分布調査（杉山ほか，2001）以外に報告例が
ない．名古屋港水族館では開館した1992年以降，ガー
デンふ頭で確認された幅広い生物を調査記録してきた．
本稿では1992年から2024年に渡り，ガーデンふ頭にお

いてクラゲ類の出現状況を調査した結果について報告す
る．

材料および方法
調査地点は愛知県名古屋市港区港町のガーデンふ頭

（35°9′17″N；136°88′0″E）とした．1992～2024年の間，
週に1～4日程度の頻度にて，岸壁から表層に浮遊して
いるクラゲを目視にて観察し，一部のクラゲは長さ約4 

mの柄杓を用いて採集した．加えて，2010年4月1日～
2014年3月31日の間，週に1回の頻度にてデジタル塩分
計（YSI model 30）を用いて表層海水温及び塩分を測定
した．採集されたクラゲの種の同定は, 峯水ほか（2015），
村井（2022）を参考にした．学名，分類，掲載順序は
WoRMS Editorial Board（2024）に準拠した．一部のクラ
ゲ種については5％中性ホルマリン海水を用いて液浸標
本を作製し，標本は登録番号（名古屋港水族館刺胞動物
及び有櫛動物類資料の略号であるPNPA-Cn，もしくは
PNPA-Ctに続く数字）を付して収蔵した．調査期間にお
いて，一度でも採集された種は，その月の出現種とした．

結果
ガーデンふ頭にて確認されたクラゲ類
ガーデンふ頭での観察及び採集によって，刺胞動物門

のクラゲとしてヒドロ虫綱7種及び鉢虫綱2種，有櫛動

図1．（A）名古屋港の位置，（B）名古屋港ガーデンふ頭の位置
本図は地理院地図（国土地理院）を加工して作成
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物門のクラゲとして有触手綱2種及び無触手綱2種の合
計13種が確認された．

刺胞動物門　Cnidaria

ヒドロ虫綱　Hydrozoa

花クラゲ目　Anthoathecata

タマウミヒドラ科　Corynidae

1．サルシアクラゲ（図2-1）
Sarsia tubulosa （M. Sars, 1835）
標本：PNPA-Cn01006，2001年2月23日採集
釣鐘形の傘を持ち，傘の高さは10～12 mm程度であ
る．傘の中心から伸びている口柄は長く，傘口を超えて
外へ突き出ている．傘縁からは4本の触手が伸び，傘高
の数倍の長さに達する．触手の付け根にある傘縁瘤の外
側には眼点が備わる．口柄及び触手瘤は薄い緑色を呈す
る（峯水ほか，2015；村井，2022）．既往研究では，三
重県鳥羽周辺（堀田 ,1996），茨城県沿岸域（齋藤・芝，
2008），神戸市須磨海岸（山田ほか，2010），仙台湾（松
本，2016），大分県北部・中部沿岸（岩井，2023）で出
現が確認されている．ガーデンふ頭では，秋から冬（10

～3月）に出現したが，採集されない年もあり，採集さ
れた数も少なかった．

2．カミクラゲ（図2-2）
Spirocodon saltatrix （Tilesius, 1818）
標本：PNPA-Cn01001，1998年1月24日採集
円筒状の傘を持ち，大きな個体では傘の高さが 8～

10 cmに達する．傘縁の8ケ所より触手が束状になって
多数伸びており，各触手の根元には紅色の眼点が備わ
る．放射管は4本あり，左右に多くの枝状の管を出す．
4個の生殖巣はコイル状に巻いている（峯水ほか，
2015；村井，2022）．和名は，多数の長い触手が，まる
で髪の毛がなびく様に見えることに由来する（並河・楚
山，2000）．既往研究では，三重県鳥羽周辺（堀田 ,1996），
東京湾（野村・石丸，1998），相模湾江の島周辺（山下・
崎山，1999；崎山・足立，2001；足立ほか，2003；山本
ほか，2023），茨城県沿岸域（齋藤・芝，2008），神戸市
須磨海岸（山田ほか，2010），浜名湖（岡本ほか，
2016），仙台湾（松本，2016），大分県北部・中部沿岸（岩
井，2023）で出現が確認されている．長らく日本固有種

とされてきたが，近年韓国においても生息が確認されて
いる（Park，1999）．ガーデンふ頭では，冬～春（1～5月）
に毎年出現し，春に向かうに連れて大型個体の割合が多
くなった．なお，4月以降に採集されるクラゲについて
は，傘に穴が空く，または触手を欠く衰弱個体が徐々に
多くなった．

シミコクラゲ科　Rathkeidae

3．シミコクラゲ
Rathkea octopunctata （M. Sars, 1835）
標本：PNPA-Cn01005，2001年2月23日採集
傘の直径で約4 mm程度の小型のクラゲである．傘縁

の8ヵ所から束状になった複数の触手が伸びる．口唇が
伸長し，先端に球状の刺胞塊を持つ．4本の放射管を持
つ（峯水ほか，2015；村井，2022）．無性生殖を盛んに
行うクラゲで，成熟する前のクラゲの口柄の付け根から
クラゲが複数出芽し，クローンを次々に放出するため，
時に莫大な数の発生が見られることがある（峯水ほか，
2015；村井，2022）．既往研究では，三重県鳥羽周辺（堀
田 ,1996），相模湾江の島周辺（崎山・足立，2001；足立
ほか，2003；山本ほか，2023），神戸市須磨海岸（山田
ほか，2010），和歌山県田辺湾（河村ほか，2009；山守・
久保田，2014），大分県沿岸（戸篠・岩井，2021；岩井，
2023）で出現が確認されている．ガーデンふ頭では，冬
～春（1～5月）に毎年出現した．小型故に目視で狙っ
て採集できるクラゲではないが，同時期に出現するカミ
クラゲやドフラインクラゲを柄杓で採集した際，クラゲ
と一緒に掬い上げた海水の中に紛れ込んでいることがし
ばしばあった．

エダクラゲ科　Bougainvilliidae

4．ドフラインクラゲ（図2-3）
Nemopsis dofleini Maas, 1909

標本：PNPA-Cn01004，2001年2月23日採集
釣鐘型をした傘の高さが2 cm程度のクラゲで，傘の

縁の4ヶ所から多数の触手が伸びる．傘を上から見ると，
生殖腺が十文字に透けて見えるのが特徴である．発見者
であるドイツの生物学者（フランツ・ドフライン博士）
が和名の由来である（三宅・Lindsay，2013；峯水ほか，
2015；村井，2022）．日本固有種で，既往研究では三重
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県鳥羽周辺（堀田，1996），相模湾江の島周辺（足立ほか，
2003；山本ほか，2023），神戸市須磨海岸（山田ほか，
2010），仙台湾（松本，2016），浜名湖（岡本ほか，
2016），北海道石狩浜（志賀，2020），大分県北部・中部
沿岸（岩井，2023）で出現が確認されている．ガーデン
ふ頭では，冬～春（1～5月）に毎年出現した．2～4月
には大量に出現することもあり，一掬いで何百個体も採
集できる時もあった．

軟クラゲ目　Leptomedusae

オワンクラゲ科　Aequoreidae

5．オワンクラゲ（図2-4）
Aequorea coerulescens （Brandt, 1835）
成長すると傘径で20 cmに達する大型のヒドロクラゲ

である．お碗を逆さにした様な傘の形状が和名の由来で
ある．透明な傘の内側に多数の放射管があり，放射管に
沿って生殖巣も発達する．発達した生殖巣はピンク色を
呈することもある．傘縁触手も100本程度と多い（峯水
ほか，2015；村井，2022）．緑色蛍光タンパク質（GFP）
を持ち，刺激によって生殖巣が緑色に発光するほか，近
紫外線を照射すると傘縁が緑色に光る（峯水ほか，
2015；村井，2022）．口唇は摂餌時には大きく開口し，
他種のヒドロクラゲ等の餌生物を丸呑みにする（三宅・
Lindsay，2013）．既往研究では，三重県鳥羽周辺（堀
田 ,1996），神戸市須磨海岸（山田ほか，2010），浜名湖（岡
本ほか，2016），北海道石狩浜（志賀，2020），大分県沿
岸（戸篠・岩井，2021；岩井，2023）で出現が確認され
ている．ガーデンふ頭では，初春～初夏（3～5月）に
出現するが，出現量は年によって異なる．採集されたク
ラゲは傘径15～20 cm程度の大型個体が多く，同時期に
出現するドフラインクラゲが胃の中に多数丸呑みされた
状態で採集されたこともあった．4～5月に採集される
クラゲについては，傘に穴が空く，または触手を欠く衰
弱個体が多かった．

6．ヒトモシクラゲ
Aequorea macrodactyla （Brandt, 1835）
標本：PNPA-Cn01003，2001年10月7日採集
オワンクラゲに似ているが，成長しても傘径で 7～

8 cmに留まる．また傘縁触手も20本以下とオワンクラ

ゲに比べてかなり少ないことで区別ができる．オワンク
ラゲ同様に透明な傘の内側に多数の放射管が有り，放射
管に沿って生殖巣も発達する．成長と共に，中央で分裂
して無性生殖によって増殖する．口唇は摂餌時には大き
く開口し，他種のヒドロクラゲ等の餌生物を丸呑みにす
る（峯水ほか，2015；村井，2022）．オワンクラゲ同様
に緑色蛍光タンパク質（GFP）を持ち，近紫外線を照射
すると傘縁が緑色に光る（峯水ほか，2015；村井，
2022）．既往研究では，三重県鳥羽周辺（堀田 ,1996），
神戸市須磨海岸（山田ほか，2010），大分県沿岸（戸篠・
岩井，2021；岩井，2023）相模湾江の島周辺（山本ほか，
2023）で出現が確認されている．オワンクラゲが初春～
初夏（3～5月）に出現したのに対して，ガーデンふ頭
では，秋～初冬（10～12月）に毎年出現した．

淡水クラゲ目　Limnomedusae

オオカラカサクラゲ科　Geryoniidae

7．カラカサクラゲ（図2-5）
Liriope tetraphylla （Chamisso & Eysenhardt, 1821）
厚いゼラチン質の椀状の傘を持ち，傘径は20～30 mm

程度．傘縁から8本の触手が伸び，その内の4本は下向
きに伸長するが，残る4本は傘に沿って上方に向き，長
さも短い．口柄支持柄が発達しており，傘の中央から傘
口を超えて口柄が長く垂れ下がる．口柄の先端に4個の
口唇を持つ．和名は，この長い口柄が「唐傘」を連想さ
せることに由来する．ポリプの世代を持たず，終生浮遊
生活を送る（峯水ほか，2015；村井，2022）．既往研究
では，三重県鳥羽周辺（堀田 ,1996），相模湾江の島周辺
（崎山・足立，2001；足立ほか，2003；山本ほか，2023）
長崎県対馬浅茅湾（久保田，2004），和歌山県田辺湾（河
村ほか，2009；山守・久保田，2014），神戸市須磨海岸（山
田ほか，2010），浜名湖（岡本ほか，2016），大分県沿岸
（戸篠・岩井，2021；岩井，2023）で出現が確認されて
いる．ガーデンふ頭では秋～初冬（10～12月）に出現
していたが，小型でかつ傘が透明で，さらに触手瘤など
目につきやすい形質を欠いていたために，目視にて発見
するのが非常に困難であった．

鉢虫綱　Scyphozoa

旗口クラゲ目　Semaeostomae
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オキクラゲ科　Pelagiidae

8．アカクラゲ（図2-6）
Chrysaora pacifica （Goette, 1886）
浅い椀状の傘を持ち，成長すると傘径で20 cm以上に
達する．傘には放射状に16本の赤縞（条紋）が伸びるが，
条紋の形状や色の濃淡は個体間で変異がある．傘縁は
48個の縁弁に分かれ，8個の眼点を持つ．4本ある口腕
はリボン状に長く多数のひだを持つ．傘縁からは赤褐色
をした触手が長く伸び，成長すると40本以上になる（峯
水ほか，2015；村井，2022）．既往研究では，三重県鳥
羽周辺（堀田 ,1996），東京湾（野村・石丸，1998），相
模湾江の島周辺（山下・崎山，1999；崎山・足立，
2001；足立ほか，2003；山本ほか，2023），神戸市須磨
海岸（山田ほか，2010），浜名湖（岡本ほか，2016），仙
台湾（松本，2016），大分県沿岸（戸篠・岩井，2021；
岩井，2023）で出現が確認されている．ガーデンふ頭で
は，冬～初夏（12～5月）に毎年出現した．採集される
クラゲは傘径10～20 cm程度で，雌雄ともに成熟した個
体が多かった．4～5月に採集されたクラゲについては，
傘に穴が空く，または触手を欠く衰弱個体が多かった．

ミズクラゲ科　Ulmaridae

9．ミズクラゲ（図2-7）
Aurelia coerulea von Lendenfeld, 1884

ミズクラゲの仲間は世界中のあらゆる海域に生息し，
北海道の一部を除く日本各地に生息する．これまで日本
近海に生息するミズクラゲはAurelia auritaとされてきた
（峯水ほか，2015；村井，2022）．しかしながら遺伝子解
析によって A. coeruleaと同定された（Scorrano et al., 

2016）．浅い椀状の傘を持ち，成長すると傘径30 cmを
超える個体もいる．傘全体は白色を呈するが，傘中央の
胃及び生殖巣が四葉のクローバー状に透けて見えること
からヨツメクラゲとも呼ばれる．傘縁には短く多数の触
手を持ち，等間隔に8個の眼点を持つ（三宅・Lindsay，
2013；峯水ほか，2015；村井，2022）．既往研究では，
三重県鳥羽周辺（堀田 ,1996），東京湾（野村・石丸，
1998），相模湾江の島周辺（山下・崎山，1999；崎山・
足立，2001；足立ほか，2003；山本ほか，2023），名古
屋港（杉山ほか，2001），長崎県対馬浅茅湾（久保田，
2004），和歌山県田辺湾（河村ほか，2009；山守・久保田，

2014），神戸市須磨海岸（山田ほか，2010），浜名湖（岡
本ほか，2016），仙台湾（松本，2016），北海道石狩浜（志
賀，2020），大分県沿岸（戸篠・岩井，2021；岩井，
2023）と，日本各地で出現が確認されている．また，ガー
デンふ頭を含めた伊勢湾及び三河湾においては，ミズク
ラゲの出現動向と漁業被害について調査された例がある
（山田・藤田，2015）．ガーデンふ頭では， 8月以外のほ
ぼ周年出現した．1～2月は，傘径が2 cmに満たない小
型個体がほとんどであったが，3月以降は採集される個
体の傘径は大きくなり，保育嚢にプラヌラを保有した大
型の雌個体も多数採集された．5月以降に採集された個
体の中では，大型だが拍動しない衰弱個体や一部傘が崩
れた死亡個体が漂流する割合が増えた．

有櫛動物門　Ctenophora

無触手綱　Nuda

ウリクラゲ目　Beroida

ウリクラゲ科　Beroidae

10．カンパナウリクラゲ（図2-8）
Beroe campana Komai, 1918

標本：PNPA-Ct01002，2008年11月12日採集
ウリクラゲに似ているが，体が扁平であること，子午

管から分岐する枝管がほとんど互いに連結しないこと等
から区別できる．成長すると全長で15 cm程度まで大き
くなる（峯水ほか，2015；村井，2022）．餌は他種の有
櫛動物で，カブトクラゲ等，他のクシクラゲ類を丸呑み
することがある（峯水ほか，2015；村井，2022）．雌雄
同体である．既往研究では，大分県北部・中部沿岸（岩
井，2023）のみで出現が確認されているが，長らく日本
産ウリクラゲ科はウリクラゲ（Beroe cucumis），及びア
ミガサクラゲ（Beroe forskalii）の1属2種のみとして取
り扱われてきたこと（久保田，1997），及び本種（Beroe 

campana）が最近になって新称和名であるカンパナウリ
クラゲとして図鑑に掲載されたこと（峯水ほか，2015）
に起因すると考えられ，実際には過去にウリクラゲとし
て報告されてきた種の中に本種が混在していた可能性が
考えられる．ガーデンふ頭においても，長らく本種をウ
リクラゲとして取り扱ってきたため，本種の出現の季節
性については今後の更なる調査が必要である．
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11．ウリクラゲ（図2-9）
Beroe cucumis Fabricius, 1780

標本：PNPA-Ct01001，2000年10月13日採集
和名の通り体は長い瓜状の楕円形で，8本の櫛板列が

反口端から口端方向に体長の3/4～5/6の長さで伸びる．
子午管は多数の枝管に分岐し，このうち少数が互いに連
絡する．成長すると全長で15 cm程度まで大きくなる（峯
水ほか，2015；村井，2022）．カンパナウリクラゲと同
様に餌は他種の有櫛動物で，カブトクラゲ等の他のクシ
クラゲ類を丸呑みすることがある（峯水ほか，2015；村
井，2022）．雌雄同体である．既往研究では，東京湾（野
村・石丸，1998），相模湾江の島周辺（崎山・足立，
2001；足立ほか，2003；山本ほか，2023），和歌山県田
辺湾（河村ほか，2009），神戸市須磨海岸（山田ほか，
2010）浜名湖（岡本ほか，2016），仙台湾（松本，
2016），大分県沿岸（戸篠・岩井，2021；岩井，2023）
で出現が確認されている．ガーデンふ頭では，秋～初夏
（10～5月）に毎年出現したが，出現量は年によって異
なっていた．前述の通り，カンパナウリクラゲと混同し
て取り扱ってきたため，本種の出現の季節性については
今後の更なる調査が必要である．

有触手綱　Tentaculata

カブトクラゲ目　Lobata

カブトクラゲ科　Bolinopsidae

12．カブトクラゲ（図2-10）
Bolinopsis mikado （Moser, 1907）
袖状突起を広げた姿が兜の様に見えることが和名の由
来である．成長すると10 cm程度まで大きくなる．幼生
時代は一対の触手を有するが，体長15 mm程度まで成
長すると成体と同じ姿に変態し，触手は消失する．膠胞
と呼ばれる粘着質の細胞で動物プランクトンを捕食する
（三宅・Lindsay，2013；峯水ほか，2015；村井，2022）．
雌雄同体である．既往研究では，東京湾（野村・石丸，
1998），相模湾江の島周辺（山下・崎山，1999；崎山・
足立，2001；足立ほか，2003；山本ほか，2023），長崎
県対馬浅茅湾（久保田，2004），和歌山県田辺湾（河村
ほか，2009），神戸市須磨海岸（山田ほか，2010），仙台
湾（松本，2016），大分県沿岸（戸篠・岩井，2021；岩井，
2023）で出現が確認されている．ガーデンふ頭では，秋

～初夏（10～6月）に毎年出現したが，出現量は年によっ
て異なっていた．ウリクラゲと比べても透明度が高いク
ラゲであるが故に，曇天時や橋の下等の太陽光が遮られ
る場所での採集では，出現していても視認することが難
しい場合があった．

チョウクラゲ科　Ocyropsidae

13．チョウクラゲ（図2-11）
Ocyropsis fusca （Rang, 1827）
大型で筋肉質の袖状突起を持ち，刺激を受けるとこれ

を羽ばたかせるように振り動かして泳ぐことが可能であ
る．成長すると10 cm程度まで大きくなる．動物プラン
クトンや小型甲殻類を袖状突起内に囲い，突出した口を
使って直接捕食する（峯水ほか，2015；村井，2022）．
有櫛動物の中では例外的に雌雄異体である（Harbison 

and Miller, 1986）．既往研究では，相模湾江の島周辺（崎
山・足立，2001；足立ほか，2003；山本ほか，2023），
和歌山県田辺湾（河村ほか，2009），神戸市須磨海岸（山
田ほか，2010），浜名湖（岡本ほか，2016），大分県沿岸
（戸篠・岩井，2021；岩井，2023）で出現が確認されて
いる．ガーデンふ頭では，冬から春（12～3月）に出現
したが，採集されなかった年もあり，採集された数も少
なかった．

ガーデンふ頭におけるクラゲ類の出現状況の季節変化，
及び表層海水温・塩分との関係
月毎のクラゲの出現状況を図3に示した．採集種数は

2～3月にピークを迎え（9種），4～6月に8種から2種へ
と減少に転じ，7～8月にはミズクラゲの漂流死体を除
き全く出現しなかった．その後，10月から1月にかけて
6種から8種と再び増加した．

2010年4月1日から2014年3月31日の間における表面
海水温，塩分の月毎の変化，及び調査期間中に出現した
クラゲ種数を図4に示した．表層海水温は，4月から徐々
に上昇し，8月にはピークを迎え30℃を超えたが，その
後は徐々に低下した．対して塩分は，いずれの年も4月
から徐々に下がり始め，降雨量が例年に比べ極端に少な
かった2013年を除いて，6～8月の間に最低（20 ppt以下）
となった後に，再び上昇傾向となった． 
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図2．ガーデンふ頭で観察されたクラゲ類（一部）．
1. サルシアクラゲ Sarsia tubulosa：2005年3月8日 採集，撮影．
2. カミクラゲ Spirocodon saltatrix：2005年3月19日 採集，撮影．
3. ドフラインクラゲ Nemopsis dofleini：2005年3月8日 採集，撮影．
4. オワンクラゲ Aequorea coerulescens：2021年4月10日 採集，撮影．
5. カラカサクラゲ Liriope tetraphylla：2008年12月10日 採集，撮影．
6. アカクラゲ Chrysaora pacifica：2006年3月20日 撮影．
7. ミズクラゲAuralia coerulea：2004年3月15日 撮影．

8.  カンパナウリクラゲ Beroe campana：2021年11月28日 採集， 
撮影．

9. ウリクラゲ Beroe cucumis：2022年1月12日 撮影．
10.  カブトクラゲ Bolinopsis mikado：2022年1月24日 採集， 
撮影（村上雄大氏）．

11. チョウクラゲ Ocyropsis fusca：2004年1月12日 撮影．
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考察
ガーデンふ頭にて，1992年から2024年に渡りクラゲ
類の出現状況を調査した結果，刺胞動物門のクラゲとし
てヒドロ虫綱7種及び鉢虫綱2種，有櫛動物門のクラゲ
として有触手綱2種及び無触手綱2種の合計13種が採集

された．出現が確認されたクラゲ種数としては，三重県
鳥羽周辺の58種（堀田，1996），対馬浅茅湾の35種（久
保田，2004），相模湾江の島周辺の86種（山本，2023），
大分県沿岸の96種（岩井，2023）等と比較するとかな
り少なかった．ガーデンふ頭における出現種数の少なさ

図3．ガーデンふ頭におけるクラゲ類の出現状況の季節変化．
調査期間において，一度でも採集された種は，その月の出現種とした．
＊ミズクラゲは7月に一度採集されたが，死亡個体が漂流している状態であった．
＊＊ウリクラゲとカンパナウリクラゲの両種が混在している可能性が高く，ウリクラゲ属として扱った．

図4． ガーデンふ頭における表層海水温，塩分の経月変化（2010～2013年）とクラゲ類の月毎の出現種数（1992
～2024年）の関係．

プロットは2010～2013年の平均値で，誤差線は4年間における最大及び最低値を表す．
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は，名古屋港の形状およびガーデンふ頭の位置に影響し
ていると考えられる．前述の通り，名古屋港は伊勢湾の
最奥部に位置しており，多くの埋立地が複雑に入り組ん
だ構造となっている．さらにガーデンふ頭は名古屋港内
においても最も奥部に位置するため，外洋の影響を極め
て受けにくい．従って，外洋性のクラゲが入り込む可能
性は著しく低く，結果として少数の沿岸種のみが出現す
るに留まるものと考えられる．現に，96種のクラゲ種
が出現する大分県沿岸域の中においても，別府湾の最奥
部に位置する別府観光港においては，出現したクラゲの
種数は12種に留まる（岩井，2023）．
出現する一部のクラゲ種では，明瞭な季節的消長が確
認された．ヒトモシクラゲやカラカサクラゲは秋季から
初冬のみ出現し，カミクラゲ，シミコクラゲ，ドフライ
ンクラゲ，アカクラゲは冬季から春季のみ出現した．こ
れら季節的消長は，ガーデンふ頭の水温や塩分等の周期
的変化が，ふ頭及び周辺に生息すると考えられる各クラ
ゲ種のポリプに対し周期的にクラゲの遊離刺激を与えて
いると示唆されるが，ポリプ期を持たないカラカサクラ
ゲについては不明な点が残る．一方，ミズクラゲや有櫛
動物であるウリクラゲやカブトクラゲでは，出現の季節
的消長が先に述べたクラゲ種に比べて明瞭ではなかっ
た．ミズクラゲに関しては，1～2月に出現する個体の
傘径は2 cmに満たないものがほとんどであったが，5月
以降に採集された個体の中では，大型だが拍動しない衰
弱個体や一部体が崩れた死亡個体が漂流する割合が増え
ていった．このことから，夏期の高水温から10℃程度
水温が低下する12月前後に，港内に多数生息が確認さ
れているミズクラゲのポリプ（青山，2014）のストロビ
レーションが促進された後に，1月以降に小型クラゲと
して出現し始め，3～4月に出現のピークを迎えると考
えられる．しかしながら，ポリプ期を持たないウリクラ
ゲやカブトクラゲに関しては不明な点が残る．現に，
ガーデンふ頭では出現が確認されない夏期においても，
名古屋港から南に伸びる知多半島沿岸の複数の海域でカ
ブトクラゲの出現が確認されている（坂岡ほか，未発
表）．
ガーデンふ頭において，7～8月にはミズクラゲの漂
流死体以外は全く出現しなかった．この原因として海表
面が30℃以上の高水温となり，著しい高水温により生

息可能な種がそもそも存在していなかった可能性が考え
られる．また大雨等で河川水が大量に流入することに
よって，表層海水の塩分が著しく低下することや，季節
水温躍層の形成により，クラゲ類が深層に沈み込み表層
に出現しなくなった可能性が考えられる．現に，杉山ほ
か（2001）の名古屋港での調査においても5月以降は降
雨や多量の河川水の流入によってミズクラゲはもっぱら
下層に分布したことが明らかになっている．さらに夏期
における植物プランクトンの増殖により表層海水に濁り
が生じたため，水面直下にいるクラゲしか目視できな
かった可能性も考えられる．特に，カブトクラゲ等の有
櫛動物については，体の透明さ故に本来は生息していた
のにも拘わらず，海の濁りのために目視及び採集できな
かった可能性は否定できない．
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